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アンドレ・ゴワン日本関係書簡
一フィナリ訪日調査団（1907－1908年）の一員として
原　　　輝　史
はじめに
　パリバ銀行は，1907年オラース・フィナリ（Horace　Fina1y）を団長とする
訪日調査団を派遣した（1〕。この目的は，日露戦争後の日本の財政・金融状態を
調査し，パリバ銀行の対日進出政策をさぐることにあった。調査団は，のちに
パリバ銀行頭取（1918一ユ937）をつとめることになるフィナリを団長とし，当
時の頭取ユジェーヌ・ゴワン（Eugene　Gouin）の孫で28歳であったアンドレ・
ゴワン（AndrξGouin）と財務分析の専門家ラコンブ（Lacombe）の3名から
なっていた。
　一行は，1907年8月に東京に到着。帝国ホテルに屠を構え，約3ヶ月にわた
り，政財界の要人と接触し，財政・金融調査を行った。調査をおえたフィナリ
は11月16日に離日するが，アンドレは，祖父ユジェーヌ・ゴワンの指示を受け，
翌年5月まで，渋沢栄」の第一銀行で貝本の銀行業について研修を行っている。
パリバ銀行史料館には，このアンドレが本店に送った書簡が保管されている②。
それらは，フランス人の目からみた明治末期の日本の政財界の実体をヴィヴッ
ドに描いており興味深い。ここに主要書簡の内容を紹介する所以であ糺
　アンドレ・ゴワンは，1879年10月11日にパリに生まれ，1899年にパリバ銀行
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に入行した。1907年の8月に，フィナリと伴に訪日使節団の一員として日本を
訪れた時彼は28歳であった。パリバ銀行のアルシーブに残された個人別資料に
より，アンドレの生涯を一瞥しておこう（3〕。
　アンドレの国際的活動は，パリバ銀行のそれを思わせるほど多彩なものであ
る。日本でのスタージュをおえたあと，アンドレは，1910年12月にブラジルヘ，
1914年2月にアルゼンチンヘ出張している。そして特に中央ヨーロッパが彼の
活躍の舞台であった。オーストリア銀行（Banque　des　Pays　Autrichiens）をパ
リバの影響下の中央ヨーロッパ銀行（Banque　des　Pays　de　I’Europe　Centrale）
に再編成するため彼は，1921年一22年間に，ウィーン，プラハ，ブタペスト，
ベルグラードに何回も出張している。これら中央ヨーロッパ地域は，第1次大
戦前には殆ど，ドイツ系銀行の影響下にあったのであるが，パリバの進出によ
り，この地域とフランスとの貿易や事業関係が強化されている。
　記録として残すべき，アンドレの特別ミッションとは，ユ919年にパリバの取
締役の一人，シュバリエとともにウィーンに派遣されたことである。そこでは，
オーストリアの財政状態を調査し，この調査の結果を受けて，フランス政府は，
オーストリアに食料晶購入のための融資（Crξdit　alimentation）を与えること
となった。
　第二の特別な活動は，国際連盟の金融委員会（Comit色Financier）の依頼で，
ロンドンとウィーンに，1921年に派遣されたことである。これは，オーストリ
ア再建の方法をさぐるためのものであり，アンドレらの提案が再建策の一部に
取り入れられた。
　彼はパリバ銀行の副部長（sous－direteur）に1922年に任命されたが，その後
以下の役職に就いている。彼が取締役をつとめたのは，ブルガリアー般銀行
（Banque　Gさnさra1e　de　BUlgarie），ワルシャワ陸海運株式会社（StεAn㎝yme
deVarsoviepourleTransportet1aN割vigation），ユーゴスラヴィア・タンニン
製造株式会社（St6Yougo－Slave　des　Fabriques　de　Tamin）などである。また，
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中央ヨー止ロッパ銀行およびフランス＝ポーランド銀行（Banque－Franco－
Po1㎝aise）の監査役をもつとめている。
　頭取フイナリは，パリバの名誉頭取（Direteu・H㎝oraire）ジョルジュ・ゴ
ワンが，1925年に退職すると，アンドレを名誉頭取に任命し（ユ2月22日），同
時にアンドレは，ゴワン兄弟商会（Maison　Gouin　Fr違res）の経営の責任をも
担うようになった。20歳台の若き日に，日本銀行業界で訓練を積んだアンドレ
は，帰国後，パリバ銀行の国際的活動の一翼を担ったが，1948年の4月1日，
ツール近郊のシャトウ・ド・ラ・プレーヌ（Chateau　de　la　Plaine）で逝去した。
享年69歳であった（4）。
第一書簡（1907年8月25日付ジ5〕
　8月25日の手紙は，シベリアを経由して，敦賀に上陸し，帝国ホテルに到着
するまでの記録を祖父に書き送ったものである。彼等が8月21日に敦賀に到着
した時，洋服を着て，金ぶちの眼鏡をかけた恰幅の良い，紳土の訪聞を受けた。
彼は，敦賀商工会議所の会頭で敦賀自治体を代表して，歓迎の挨拶にこの港ま
でやって来たのである。アンドレは，驚樗したが，謝意も忘れなかっれ上陸
すると次々と驚くべき事件がおきた。アンドレらが上陸したその夜の夕食の招
待が名沓屋市からなされた。また東京行の急行のため，4時閻も待たなければ
ならなかったことも驚きである。名古屋を経由する列車にのるため駅についた
時，その列車が！時間前に出発してしまったのを聞き，夕食会の摺待を受けな
くても良いことがわかってほっとしたのも彼であるむアンドレは，シベリア経
由の！2日の旅や日本海の船酔いなどで体調が十分でなく，人々の歓迎の言葉を
すべて受ける余裕はなかった。
　アンドレは，敦賀の純日本的光景を観察した。彼は日本式家屋をながめ，こ
この人々の活動に想いをいたした。そして，パリのアンジュー通りとオスマン
大通の交差点の日本商晶の販売店のなかに陳列されている屏風の日本風景と目
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の前の実際の日本の風景を重ねあわせていた。同じ活発さ，同じ服装そして同
じ家屋がみえる。そして日本人は，その風俗や習慣のなかに伝統に対する尊敬
を守っている。そして，この人々こそが今アンドレの目には，モデルニスムの
リーダーと映るのである。
　次の列車を待つためホテル（旅館）で休憩したとき二人の女性が，彼の足も
とに腰をかがめておじぎした。ひとたび宿舎に足を入れようとすると，旅館の
下女が手際よく，靴をぬがせる。日本の家屋へは決して靴をはいたまま入らな
いのである。
　この宿屋は，四角い畳の問からなる部屋をいくつももち，申庭には川，橋，
細い適が配列されている，日本式の景観をつくり出していた。家具は何もなく，
壁には日本の大きな字が書かれた掛け軸が飾られていた。例外的に人々は，彼
らに机と椅子を運んできた。二人の女中がつききりであった。彼女らはきそっ
て，飲み物，果物，菓子を運んできた。それは，コンゴの石鹸のにおいに似て
いた。そして，彼女たちは日本語でたえず話しかけてきたが，勿論アンドレた
ちは何を話されているか理解できなかった。
　敦賀の次の駅米原で夕食が準備された。一行は，準備された食事をむさぼる
ように食べた。というのは，過去15日，彼らの食事状態は非常に悪かったので，
もう何も食べまいとしてきたからである。米原の車中での夕食は申し分なかっ
た。
　　（未完）。
第二書簡（1907年11月11日付）（6〕
　本状でアンドレは祖父からの10月5日，1！日および18日付の書簡に謝意をの
べて，アンドレ自身の10月13日付の前便以来の日本での出来事について報告し
ている。まず門司への旅行では，福岡県と市によるレセプションにより，歓迎
の意が強く表明されたことを記録する。夜空には花火があがり，満艦飾の船が
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みられ，早朝4時おきをして真夜中の日本式おまつり騒ぎがあり，これではま
るで，あらゆる配慮を伴った大統領の旅行のようである。最も興味深かったの
は，若松製鉄所（La　F6nderie　Impξriale　de　Wakamatsu）であり，ここは特に
日本の大蔵大臣の指示により，彼らのため開放された。ドイツ人が創設にかか
わった日本の官製工場であり，現在は日本人の官僚が運営しているが，問題な
いようである。
　アンドレたちは，大阪でヨーロッパ人により経営されている日本の工場を見
学した。それはローネンの刷毛工場とガラス製造工場である。その後11月3日
に京都で江戸時代の御所を見学した。
　11月3日の天皇の祝日fete　de　rEmpereurには，外務大臣の林伯爵は，夜会
を關いた。そこに招待されたアンドレは，早朝2時まで踊り，日本の外交団や
官僚達の挨拶ぜめに会ったのである。アンドレたちは，朝の閲兵式にも臨んで
いる。
　また彼は，フィナリ送別の夕食会の盛会ぶりにも触れ，日本の実業界・工業
界はじめ政界の重要人物の参加がみられたと述べている。大成功であり，多方
面から反響が大きかった。この夕食会には全く予期せぬ出来事がひとつみられ
た。それは，在臼フランス大使が，渋沢男爵に，レジオンドヌール・コマン
ドール（Commandeur）勲章の授与が決定したことを正式に発表したことであ
る。その理由は，日仏協約ent㎝te　franco・japonaiseの成立に貢献するのが大
であったということである。直前に大使館に送られてきた勲章は，大使により
当日の午前に渋沢に手渡されており，渋沢男爵は夕食会にそれを身につけて出
席するよう求められていたのであ乱このニュースが，在日仏大使から発表さ
れると，会場から抽手がおきた。この偉大な日本の銀行家・工業家である渋沢
が，自国のため，また自国の名声が世界にひろがるため，貢献した仕事の大き
さはもう一度確認に値する。アンドレ個人にとっても，このニュースは大変に
望ましいものであった。というのは，彼がフィナリの出発後そこで働くことに
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なっていた，第一銀行の代表を渋沢がつとめていたからである。
　第一銀行でのアンドレの研修について，アンドレは，ユジェーヌとフィナリ
が渋沢男爵に電報を送ってくれた点を感謝している。渋沢男爵はユジェーヌの
深い意図に心を動かされ，何度もユジェーヌにお礼と感謝を伝えるようアンド
レにのべている。この手紙ではユ6日に日本を去ることになったフィナリとの旅
について回想し，アンドレは，ドイツやイギリスで研修したのが，時間の無駄
と感じられるように，このフィナリとの3ヶ月が貴重であり，多くのことを彼
から学んだと述べている。
第三書簡（1907年12月8日付）け〕
　12月8日の祖父宛の手紙では，10月30日の手紙についてまず謝意を述べてい
る。フイナリの離日後，日本国内の小旅行と，渋沢栄一の第一銀行への入行の
ため多忙で返事を書くのがおくれたことを詫びている。
　フィナリを信頼していたアンドレは言う。友人が私のもとを去ったのだと。
一昨日の彼の母への手紙でも述べたが，アンドレが最大の信頼を置き，彼に
もっとも賢明な忠告をたえずあたえてくれていた友人が去ってしまったことを
悲しんでいる。
　アンドレによると，フィナリは大変知性的で，愛想もよく，その感覚も完全
なものがあった。アンドレは，フィナリのため特別の配慮をするよう祖父に陳
惰している。
　アンドレは，祖父が彼に課した課題，日本の銀行制度についてのレポートに
ついてふれ，「第一銀行」の詳細について報告するのはまだ時期尚早だと述べ
る。調査はむしろ困難なのである。というのは，彼が意地悪をされているので
はないが，日本人の精神状態の特徴がフランス人のそれとは異なっているから
だとアンドレは考えている。日本人の説明は，親切ではあるが，彼が自分自身
納得のいかない点を理解するためには，多くの忍耐と，作戦が必要なのである。
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特に彼は日本語を読むことも話すことも出来ないから困難はいっそう重大であ
る。だが彼は，日本における古さからいっても，大きさいってもまさに“第一
の銀行”についてやがて詳細で興昧深い報告を近く送るつもりだと予告してい
る。
　渋沢男爵は，彼のため，第一銀行で只一人英語を正しく話せる行員を補佐役
につけている。次長のSakaye　Sugitaである。彼は33才で，外国滞在は未経験
だが，政府系のグランド・ゼコールで英語と商業学を学び，その後、渋沢男爵
のもとで仕事をしている人なのである。日本式に几帳面で，知性的な人材で，
その説明はわかりやすく，満足できるものである。だが彼は外国人と面とむ
かって話すのがはじめてのことなので，まず彼の信頼を勝ち取ることが前提で，
そのために忍耐と戦略が必要となってくると述べ，次の手紙で，調査結果を知
らせることを祖父に約束している。そして，アンドレが第百銀行（第ユ？　訳
者）に入るのは1月1日以降のこととなるだろうと述べている。
　更にアンドレは，フイナリ離日後の日本の経済，政治状況につき，祖父宛に
補足的説明を書き加えている。
　カナダの労働大臣宇L㎝lieuxが来日し，日本人移民問題について政府と直接
交渉を始めた件について，両国の調整が成立する可能性にふれている。
　また彼は，伊藤博文公爵が，朝鮮のPrince脹ritier　Corξenの養育役に任命
され，この資格により彼は，東京にその孤児とともに帰着した。この朝鮮の若
き皇太子は，東京で臼本人の最良の指導者から教育を受けることとなった。伊
藤公爵は，朝鮮から日本に帰任するとき，大演説をした。彼は偉大な人物でそ
の演説のなかで，日本が朝鮮を日本のもっとも美しい植民地にするため，あら
ゆる努力をすることを宣言したと述べてい孔
　伊藤公爵が，東京に帰任したのは，朝鮮のプリンスの養育のためだけではな
く，1908→9年の予算案の議会での審議のためでもある。元老としての伊藤の
影響力を内閣が頼りにしていたからである。内閣が考えていたのは，
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　（一）軍事省と海軍省のため予定されまだ決定をみていない，将来7年聞の
　　　予算を延期すること。これにより，1908r09年の予算案に4千万円の増
　　　収が計られよう。
　（二）酒，砂糖，タバコヘの増税により約，2500万円の増収を計ること。
　すべての人カが，軍事力を弱体化しない隈りでの第一の方法には賛意を表し
ている。だが，増税の問題は同じではない。現政府が前年度の予算を作成した
時，今後の増税はないと約束したので，約東違反が問題となっているのである。
だがそれ以上に，1908年の3月には選挙が行われるので，野党側は政府攻撃の
手段として，この増税問題とりあげている，というのがアンドレの観察であっ
た。
　経済学者や実業家の意見はもっと興味深いものがある。彼らはすべて増税は，
食料晶価格の上昇をもたらし，労働者の賃金の顕著な増加をもたらし，通貨流
通量の滅少をもたらすと予測している。彼らはもし，人々が日本が発展するこ
とを望むならば，全力で，この増税策を阻止しなくてはいけないと考えている
のである。
第四書簡（1907年12月13日付）（8）
　この書簡文は，12月8日の手紙のあとに書き加えられたものである。8臼付
の手紙の作成中に祖父の11月ユ6日付の手紙を入手したのでそれに対する謝意を
述べ，更に祖父に書き加えている。それによるとアンドレは，パリバ銀行が自
分に課した使命を注意深く読んだことをまず報告している。彼は出国前また，
8日付の手紙部分でも述べてあるよう，パリバ銀行に満足を与えるように，あ
らゆる努力をすると述べているが，他方でこの仕事は困難であるとも言ってい
る。ユジェーヌは，フイナリ調査団の報告について，何でも追加的な説明をす
るように求めていたので，アンドレは，在日仏大使館で働いていたエドム・ガ
ロワ（Edme　Gal1ois）を大変有能であり，またアンドレの中学校（collさge）の
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旧い友人であることから，彼が近く空席となる長崎の領事に任命されるよう，
外務大臣に働きかけをしてくれるように依頼してい孔そして，パリバ銀行の
定款と，昨年の営業報告書の送付を祖父に依頼しているのである。
第五書簡（1908年1月27日付）｛9〕
　アンドレは，1908年1月27日付で，祖父（ユジェーヌ）宛てに次のような書
簡を送っている。この手紙冒頭では，ユ907年ヱ2月末より新年にかけて胃病にお
そわれ，地方で静養し1月10日から仕事をはじめることになったので，手紙を
書くのが遅れたことをまず詫びている。
　祖父からの昨年12月5日の手紙に謝意を表すと同時に，アンドレは，パリバ
の取締役会が関心を持つだろうとの前提のもと，日本で政治・経済問題につい
ての報告をしている。
　彼は，去る1月14日に，坂谷男爵の大蔵大臣，山縣の逓信大臣の辞任が天皇
により認められたこ乙原が内務相と逓信相を兼務し，松田が司法，大蔵両大
臣を兼務することになったとをバリバ銀行へ電報で知らせていた。その後，ア
ンドレは1月23日にフイナリに電報を送り，野党の協力で，現政権が多数派を
形成しえた点を通知したと述べている。そして，ユジェーヌに日本の当時の政
党，政友会（伊藤博文，西園寺，原，松田，林），進歩党（大隈），大同（柱男
爵）などの会派について説明した。政友会は181名で与党であったが，
1908－09年の予算案の審議において，増税問題がおこり，これが工業家，商人，
銀行家にも不満を引きおこした。また移民問題に対する政府の立場も反対党を
元気づけた。進歩党と大同らが，この予算案，国内政策，対外政策を批判し始
めたので，政府は少数派になる恐れがあった。だが投票の結果，予算案は賛成
ユ77，反対168の僅差で決定したのである。
　ところで日本では元老（伊藤，山県，柱，松方，井上等）がグループをつく
り，秘密の影響力を保持している。元老の力を無視して，日本では政治が進ま
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ない，と当時の日本の政治のメカニズムを説明したのち，今後どの政党が中心
となり，この事件がどう進んでいくかの予測はむずかしいと述べている。だが
アンドレが確信を持ったのは，申国に対して二度戦争し，中国から二度大量の
賠償金を受取ることによりロシアに対して軍備をととのえることを可能にした
財政策を日本はこれからも続けることである。日本はロシアから，大量の賠償
金を入手したがっていたが，ロシアはそれを支払わなかった。遅かれ早かれ，
日本はまた別の賠償金を必要とするだろう。惰報通の人たちによると，申国に
対する戦争のキャンペーンを3ヶ月やったところで，それほどの出費はかから
ないのである。満州と朝鱒に駐在している日本の軍隊は，その駐留費として
1，100万円を要求している。このことは，これら大陸には，本国日本の軍隊の
助けを受けなくても戦争に参加しうる十分の軍事力が存在するのである。アン
ドレは，この祖父への手紙を現実を少し悲観的にみていると反省している。だ
が，アンドレはアメリカとの戦争はないだろうが，中国との紛争は，十分にお
こりうると考えていたのである。
第六書簡（1908年1月13日付）｛1o
　アンドレは，パリに帰国したフイナリ当ての書簡も作成している。1908年1
月13日のそれである。この手紙でアンドレは，フイナリがニューヨークヘの旅
行した折，アンドレに対して，内密に在日大使に伝達するよう依頼した部分を，
間違いなく伝えたことを報告している。在日大使は満足しなかったようである。
大使は，フィナリの「新規事業をおこしたくない意志」が，パリバ銀行をして，
フランスの宣伝の仕事（propagande　franCaise）を行うことを阻止することに
なると心配しているのである。在日大使にとっては，フランスで起債されたと
しても，日本債（empmmt　japonais）は，この目的を達するものではない。と
いうのは，これは資金を貸し，利子をとるだけのことである。そして将来貸手
国を打倒するような勢力をつくり出すことさえできるのである。これに対して，
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ある産業とかある銀行をつくりだすことは，日本人に与えるべきフランス人の
天分の活力を示す好例なのである。さらに，かつてフランスは，日本人に対す
る最良の教師役をつとめていたのである。軍隊，商船隊，郵便制度も教示した
し，刑法の確立に貢献したのもフランスなのである。今日もフランスは，その
経済的経験や資本を通じて，目本の財政制度の欠点を指摘し，日本の商業と工
業の発展のための財政的援助（m　aide　financier）を通じて，良き教師たるべ
きである。
　銀行の創設は，この二つの目的を達することになるだろうか。もし，この銀
行のトップに，経験豊富な才能ある人材をすえ，当銀行がもっぱら工業活動に
専念すれば，それは可能である。アンドレは，日本の銀行制度を調査したのち，
その間隙をぬって，利益をあげることは凡庸な才能ではむずかしいと考えてい
る。少なくとも新銀行を創設して，最初数年問は，利益をあげることは困難で
あろう。
　商業手形の割引についても，アンドレはフイナリに次下のように書いている。
日本の第一級の銀行，第一，第十五，三井，三菱，川崎の各銀行ですら，手形
の再割引（rξescompte）はしていないので，もしフランス系の銀行が新設され
るとしたら，それが手形の再割引業務を行うことは困難だろう。日本の銀行は
何らかの意味でtr6Sorerieを増加させようとする時には，日本銀行の前貸を求
めるが，決して自己の保有する証券の再割引はしないのである。このような日
本の銀行システムに触れたのち，アンドレは，ユ912隼の万博の総裁であった金
子子爵が横浜の領事や商人を前に行った演説を引用している。特に金子が外国
人の助けを借りて，日本が工業を発展させようと意図していると指摘したのち，
アンドレは，銀行とフランスエ業との協力がまず望まれるのではないかとフィ
ナリに問いかけている。たしかに，フランスは，ドイッやアメリカと比較する
と機械や電気工業で少し遅れをとっているが，今からフランスの工業家に対し
て，将来の活躍の市場が日本に確保されていることを示し，パリバのような銀
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行がフランス人企業家に資金援助をなしうるのだということを示すならば，お
そらくフランス人グループは将来利益をあげることができるだろう。これが，
アンドレが東京にフランス系の銀行を創立するときに考えたプランなのである。
　1908→9年の予算が議論を呼んでいることもアンドレは述べている。政府は，
渋沢男爵，池田，園田，副田のような金融業者と意見を異にしている。彼らは，
財政支出の先送り（ajoumementS）に対しては理解を示すが，増税聞題には不
満な点をもつのである。酒，砂糖，油，タバコなどの20－50％の増税案は，2
千万から3千万円の税収増をもたらすはずであった。将来7年間の公共事業の
凍結により1，200万円の蔵出を節約するはずであった。フィナリが調査して
帰った財政問題について，アンドレも詳細を述べている。
　次年度の予算案は，3700万一3800万円で次下のように分類される。
軍備費
海軍費
公共土木事業費
その他
合計
2000万円
300万円
500万円
700万円
3700万円（ママ）
　増税により政府が2000万円の税収の増加をみるならば，政府はこれにより次
年度予算に5700万円一5800万円の余裕をうることになる。だが，1億円の国庫
債券，戦争債がこの年に期限切れとなるが，全体が償却されることはないだろ
う。一部は新しい国債に買替えられると云われる。
　アンドレは，私信というよりは，調査書とも思われるような手紙を書いたの
ち，フイナリも理解しているように日本の財政はとても満足できる状態にない
と述べている。そして1月13日のジャパン・デイリ・メイルの記事によると，
この予算案につき，政府内部でも意恩の相違があること，山県の辞任はまだ西
園寺によって承諾されていないことを追記している。また，坂谷男爵が辞任し，
高橋男爵がとって代るだろうとの噂も報告している。
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　日本の貿易は1907年については，6367万6000円の輸入超過であり，これは金
融恐慌下のアメリカでの日本の輸出が伸びず，他方中国への日本の輸出も停滞
したからである。これらの数字が，日本の財政状態の悪化を示しているにもか
かわらず，日本政府は，この悪化状態から脱出するのに国債を増加させる必要
はない，とアンドレは述べている。
　最後に手紙を終えるにあたって，アンドレは，ローネンの日本での事業に悪
い噂が流れていることをフイナリに伝えている。12月末にパタン（Patin）が
上京した時，アンドレは列車からおりる彼をつかまえ惰報をえたのだが，彼は
九州のローネンの事業がうまくいっていないと述べた。この事業にローネンは
株主の同意なしに40万円を投資しており，資金が不足となったことが述べられ
ている。
　またガラスエ場も間題をもっている。増資なしには，この工場はスタートし
ない。ローネンの財務状況はかつてないほど悪化しており，そして1ヨ本人の実
業界は，ローネンの行ったこのやり方の不正直さにおどろいてい乱
　この手紙は，途中に調査報告書が引用され，文体も多様であり，必ずしも
フィナリに投函されたものと思えない。書簡末にも，アンドレのサインも残さ
れていない。恐らくは下害きの一部と思われる。
第七書簡（1908年1月20日付）｛11〕
　坂谷男爵と山県の辞任の電報（1月17日付）への礼状を落手したことを述べ
たのち，アンドレは，在日フランス大使が，この政変についての個人的意見を
すでに手紙で書いたといっているが，アンドレも一この点について触れたいと述
べる。何故なら，この政変は，パリバ銀行が行おうとしている事業の成功に
とって，何らかの影響を与えると思われるからである。新聞や情報通の話によ
ると，首相は，二人の大臣を交代させた。今隼6月に行なわれる選挙の前にそ
うしたのである。坂谷大臣と山県の辞任は，去年の1O月にさかのぼる。この時
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山県逓信大臣（Ministre　des　Commmicati㎝s）が国有鉄道の買収のため，膨大
な予算を提出した。そして国債でそれをまかなうつもりであった。
　大蔵大臣は，国債の発行を拒否し，予算案を逓信大臣にさし戻した。そこで
逓信大臣は，省予算を5570万円まで節約して，再提出したが，これをさらに拒
否し3710万円まで引き下げることを要求した。そこで，大蔵大臣と山県大臣の
意見がわかれた。そして西園寺は，自ら閣内の意見を一致させることができず，
元老に語しても同一意見を保ち得ないことから，二人の大臣の辞任を認めるに
いたった。この手紙もサインなしのものである。そして松田と原が二人の辞任
のあとをつぐことを伝えている。
第八書簡（1908年2月14目付）ω
　フイナリヘの本状では，アンドレはまず議会での予算案の審議について触れ
ている。英字新聞での記事は部分的なので，ショウダに予算案の説明を依頼し
たところショウダは，日本語の資料を渡してきた。翻訳に出しているので，次
回の手紙でアンドレの見解を述べるとしている。
　ところで去る1月30日，下院で日本の対外政策について興味深い議論があっ
た。外務大臣の林伯爵は，第一点目としてアメリカ大隆への移民の件について，
政府が重大な関心をよせていると答えている。たしかに，大量の移民の送り出
しは，受け入れ国に間題をおこすので，日本政府は，外務省に国際関係を悪化
させない範囲に移民を制限する権限を与えてきた。近年増加した移民は，まず
ハワイに入国し，それからアメリカ大陸に向う数が増加している。アメリカ合
衆国は，これに対抗するため，ハワイからの日本人の移民を制限し始めた。そ
の結果甲日本人移民は，大挙してカナダのコロンビア州にむかった。そこで，
カナダの日本領事は，日本政府が移民制限策をとるよう本国に依頼してきたの
である。それは，外交的問題のみならず，過度の労働力の増加により移民者自
身が苦しむからでもある。だが，流出してしまった移民に対して，日本政府は
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とるべき手段がない。そして，バンクーバーの暴動がおきたのである。カナダ
は労働大臣Lemieuxを訪日させ，日本政府と交渉。だが，、日本政府は現存の
移民に関する法律をより厳密に適用するよう努力するという発言をしたのみで，
具体策を示さないが，一応の終縞をみた。
　満州間題については，日本政府は，満州についてけ，開放政策（La　po1iti－
que　de　la　porte　ouverte）を採用することを明言した。日本がとりうる唯一の
政策である。注目すべきは，外務大臣が，満州の岩塩とJaluの森林について
多くの言葉を残しながら，Fa㎞menの鉄道については殆ど語らず，青島問題
について，全く沈黙を守っていることである。外務大臣林が沈黙しているこの
二つの点につき，アンドレは自己の推測をまじえながら，軍部大臣寺内子爵の，
11月3日予算委員会での発言に注目する。それによると，現時点で，日本帝国
はインドの東側から，日本の北西部まで版図をひろげているが，この地域は極
東におけるヨーロッパ人の活動の申心地ともなっている。この時に，満州に定
着した日本軍を引き上げるなどということは不可能であり，むしろ朝鮮に駐在
している軍隊を増加させることが宥益となろう。
　増税案は，政友会と大同クラブの指示により議会（下院）を通過した。1ヨ本
商工会議所はこの増税案と予算案に反対した。1月に東京で行われた集会で，
渋沢男爵がよく発言を求め，増税と非生産的支出を含むこれらすべての計画に
反対する態度を明らかにしていた。この集会の閉会の辞で；渋沢男爵は，全国
が危機的状態にあるとき，日本の経済的，金融的条件を守るため国民が犠牲を
払うのは当然ではあるが，責任ある政策当局は慎重に行動すべきである。日清
戦争の発生レた時，日本の主要牽商工会議所一名吉屋，大阪，京部一は集会を
開いた。それらの宣言のなかで彼らは，戦争は国家財政に破綻をもたらすこと，
仮に勝利した場合，中国から大量の賠償金をとることが予測できるとしても，
政府が事前に財政計圃を作成しておく必要性があること，この二点を政府に理
解させようとした。政府はこの意見をきくことなく，その結果財政の崩壊がみ
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られたのである。
　日露戦争は，同じような結果を，より大規模に発生させた。政府は，実業家
の見解に反対の財政計画を策定したのである。この財政計画の基礎は，真剣に
確立されたものではない。人々は，この予算では不十分でやがて増税があるだ
ろうと考えている。一体政権を担っている人たちは，日本の安寧と商工業の真
の発展を願っているのかどうか。これはまたアンドレの自問でもあった。臨時
課税は，戦争中には，国民により健気にも負担された。だがそれを平和時まで，
もちこすことは全く批難されるべきである。戦後の時期にこそ，税金を調整し
て，非生産的支出を節約して，生産的企業を増加すべきである。政府の政策と
いうものは，日本の実業家の見解と全くことなっているので，その結果現在日
本では，企業にとって全く，痛ましい状態が生じている。
　この演説を読むと，渋沢男爵の見解が大臣たちのそれと全くことなっている
のがわかる。渋沢男爵は，一部の元老とも意見をことにしている。この見解の
相違こそが，大臣の辞任を引きおこし，そのあとの元老会議（Le　Conseil　des
Ancie皿s）の分裂を引きおこした。内閣の危機だけではない。昨日の新聞には，
伊藤博文の影響を受けたと思われる「実業家たち」と題する論説があらわれた。
これは，今臼まで政治に遠ざかっていた実業家達に対する呼びかけでもある。
憲法を改正し，府や県のほか市からの選出を認めれば，実業家を選挙区より選
出することも可能である。選挙法の改正により，次回の議会には，強力な政党
を形成するに十分な実業家が参加することになろう。
　次にアンドレは，オラース・フィナリが関心をもつと思われる商業上の
ニュースを伝えている。門司港については，政府当局がこの港を長崎とは独立
の税関にすることを決定したようである。さらにアンドレは，1900年から1907
年までの日本の輸出・輸入額を円で列記し，輸入額の増加に注目する。1908年
1月20日一30日は，940万8000円の輸入超過なのである。1月中では，全体と
して2458万1000円の輸入超過を記録している。
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　絹価格は大巾の変動を記録し，輸出困難な状況となった。綿糸についても同
じである。横浜正金銀行は，綿糸の価格変動および中国への輸出の困難さに対
応するため90日ではなく30日の手形しか引受けなくなっている。そしてアンド
レは，神戸のJapan　Cronic1eの調査による日本紡績，摂津紡績，絹糸紡績，合
同紡績，大阪紡績，鐘ヶ淵紡績の株式が，1908年2月11ヨから8日にかけて，
いずれも株価を下げている点を報告している（例えば鐘ヶ淵は，103．95円から
93．50円へ）。
　銀行業界は，この状態に不安を隠さずにいるが，方策（＝脱出策）を考える
ことができない。金利は8－10％と極めて高い。
　以上の政治，経済，商業的事件以外に，アンドレには，フイナリに報告する
ことはなかった。アンドレは，出来るかぎり，自分に課された使命を果たすつ
もりだと述べている。だが困難の多いことも告白する。アンドレにとって，こ
れは，暗中模索の繰り返しであった。ある結論に達したと信じた時にも，それ
が満足できるものでないことに気づくのである。最初からアンケート調査をす
ることを指令されている。毎朝アンドレが第一銀行と第百銀行で採録しなけれ
ばならなかった当事者の長話も，まぎれもなく社交的交渉の結果得られるもの
なのである。だがこれを外交交渉とした場合，全権委員であれば，自らの他何
人もの通訳がいるのだが，アンドレには，自分よりも英語力の劣る銀行の一人
の行員の助けで満足しなければならない。だが，アンドレは，パリバのため必
要な情報を送りたいと決意している。
　祖父からの手紙が，フィナリが着手しようとしていたパリでの日本事業に何
も触れていないことを彼はフィナリに訴えている。東京ではうわさが立ちはじ
めたのである。東京のある金融新聞によると，パリバ銀行は日本政府と借款の
発行（ξmiss1on　d’m　empr㎜t）について交渉に入ったというものである。この
点について，アンドレはフィナリに真偽を確かめている。祖父や他の取締役と
の会話から得られる感触を伝えてほしいというのがアンドレの依頼である。
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横浜のホンコン・上海コーポレーションの口座を通して，アンドレに送金が
なされたことを感謝しながらも，パリバは何故1200フランでなく600フランし
か送金しないのかとアンドレは最後に問いかけている。
第九書簡（1908年2月20日付）｛1笥
　この書簡は，1ぺ一ジのみしか残されていない。ゴワン・フレール社
（Gouin　Frさres）の自分の口座に，祖父が振り込んだ送金にアンドレは謝意を
表し，アンドレが日本滞在をさらに有意義に送るための贈物と考えると述べて
いる。そして，祖父が仏外務省に交渉してくれた，アンドレの依頼したガロワ
（在日フランス人）の就職の件について報告している。ガロワはパリからの指
令で，大使館付きの二級通訳となったこと，これは祖父の外務省への働きかけ
の結果であることを報告する。そして，在日フランス大使館で，日本語をよく
習得したレイモン・マルチニ（Raymond　Martinie）海軍大尉の優秀さに触れて
いる。残念乍ら手紙はここで失われている。
第十書簡（1908年3月23日付）（14
　アンドレは，この手紙では，祖父に書いた日本での政策と坂谷男爵訪問の件
は，重複するので書かないと述べている。日本の新闘のいくつかは，日本のす
べての商工業部門に例外なしにおきている不況をパニックに値するとまで書い
ている。たしかに毎日，絹，綿花，綿糸，金属の価格が下落するのを見ると不
安となるし，原材料や製造工業晶の輸出が少なくなるのを目撃することもつら
いことである。輸出されない商晶は在庫となり，信用状況を悪化させている。
だが今日までのところ，この状況は日本の一流企業に何の影響も及ぽしておら
ず，中規模の商人や銀行が影響を受けたのみである。従ってこの状況をパニッ
クと把握することは，悲観的すぎよう。最近破産が目撃される地域は，絹や綿
糸の生産・輸出に関する地域，即ち，大阪，神戸，京都および東京の西郊地方
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である。個別的にはこれらの破産企業は企業白体はそれほど大きくはなく，資
本金は最大のものでも20－30万円にすぎない。だが，全体としてみるとかなり
の巨額なものとなる。そして貨幣の流通量が逼迫するので，日本銀行や主要私
立銀行に借手が殺到するが彼らは十分な資金をうることができない。従って状
況が楽観視できるとも言いがたい。商工業に対する信用は6ヶ月に限定され，
それ以上の長期は困難である。工908年の2ヶ月間ですでに輸入が輸出を4400万
円も超過したのである。
　政府側はこのような状況の予防策に失敗した。1908→9年の予算案がいまだ
両院で採決されていないのである。政府は，東京の主要な銀行家を集め彼らに，
今後国庫債券（Bon　du　Trεsor）即ち戦争債券（Bon　de1a　Guerre）を2月末に
期限の来るものから償還をはじめると述べたのである。そして，1908年12月か
らの償却を決定した。だが，かくも巨額の国庫債券が貨幣として流通する過熱
状態を阻止するため，市場の緊急の必要に応じた場合しか，紙幣による償却は
行わないのである。だがこの点について日銀はまだその同意を与えていない。
　大蔵省の副大臣水町は，昨日戦争後の償還の件につき質闘を受け，政府は数
日後に行われる閣議後の銀行家との会合のあと採用できる政策を発表すること
ができようと答えていた。彼はまた，政府がすでに償還については，あらゆる
政策をとってきたことを述べている。
　従来の国債の総額の2C％は，新たな国債に借り貸える。従って80％が償却に
むけられる。
　l1）190卜08年予算案で公債の償却費として，計上された2500万円。
　（2）1908－09年予算案で公債の償却費として，計上された3500万円。
　（3）積立金（Les　f㎝ds　de　d色p6t）による償却。
　日本の金融新聞，「日本」によると，これらの公債は，約800万円（外国人），
約350万円（保険会社），約300万円（公共機関），200万円（日銀），約70万円
（皇室），約7880万円（一般大衆）により負担されるはずであった。坂谷大臣
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と山県が辞任した時，天皇は，内閣に提案された予算案が両院で採択されるこ
とを期待していた。最終的に予算案が上院を通過すると，政令（dξcret
i㎜pξria1）により，大蔵大臣には，松田正久が，司法大臣には千家男爵が，逓
信大臣には，堀田清養子爵が任命され，原敬は内相の椅子を守っていた。
　この移動をうけて，アンドレは，フィナリ当てに内閣の主要人物の暗号を左
記のように変更することを伝えている。即ち，新大蔵大臣松田正久は，96013，
司法大臣千家男爵は96014，逓信大臣，堀田清養子爵は96016，前大蔵大臣坂谷
男爵は96018である。
　国会は以下二つの法律を通すため審議申である。（1）政府の保証のもとで
2000万円までの資本を発行できる朝鮮柘植会社に関する法律，（2）興業銀行に
朝鮮の口座をもうけ政府が4000万円までの借款をすることができる法律。勿論
この両者は，一回のみの借款の発行ではない。
　伊藤博文公爵は，過去6週間病気で公務を遠ざかっていたが，来月4月2日
に朝鮮に帰任する。アンドレには，彼が病に倒れる数日前，伊藤公爵にフラン
ス大使館で会見する機会があった。在日仏大使が，アンドレがフィナリ訪日調
査団のメンバーであると紹介したのである。すると伊藤は，パリの，フイナリ
の消息をたずね，またフィナリとの興昧深い会談を思い出すといっているので
ある。
　アンドレは，フイナリが日本の事情にくわしいので，ローネンの借用と財務
状況が実に恐ろしい状態になったことを告げている。アンドレは，フィナリ当
ての前便で，ローネンがガラス製造工場に資本を無駄に投資した点について，
すでに触れたし，森林経営に関する悪名高い契約にもふれた。
　2週聞前からベルジェール（Berger）がここに来ている。彼は証拠を握って
いるというのだが，ローネンが森林経営の認可を日本政府からうるため関係省
庁関係者（gens　du　Mi皿istre）に渡すためナガモリに托した賄賂（1e　pot　de
Vin）が，その大部分をナガモリが自分のものとしていたというのである。
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ローネンは9万円の手形を振り出したが，大臣は8万円しか受取っておらず，
10％を少し切る部分が賄賂に消えたことになる。ところで，ローネンの振出し
た9万円の手形は，彼の会社の取締役会の承認を得ていなかったのである。パ
タン（Patin）は，まずナガモリにそして次にローネンに訴訟を起こすつもり
である。ベルジェールは事態をより合理的に収拾しようとしている。パタンは，
ナガモリを脅追し，ナガモリは8万2000円を払いもどす準備をしている。更に
政府から，契約の改定の約束を取りつけている。
　更に政府の認可によると与えられた森林はローネンの要求していた点に全く
応えないものであった。森林の材木の種類，伐採さるべき材木量，面積，条件
は契約書に記入されているのに，フィクションにすぎなかった。現状を視察し
てなかったローネンは，この軽率さと性急さをしきりにわびている。だが彼は，
パリにもどり，彼に資金を託した老婦人たちに手をついて謝罪しなければなら
ない。この事態は，真面目な日本人や他国の住人にとってなげかわしい事態で
ある。フランス資本が軽率にも，十分な認識なしに使われたのである。在日の
外交関係者にもすでにこのスキャンダルは伝わっており，イギリス大使，ベル
ギー大臣らは，ローネンの多様な事業に投資している人々に，あらゆる犠牲を
払ってでも資金を引き上げるように助言した。
　ガラスエ場は，支配権の確立しない無秩序集団である。神戸の非常に有名な
フランス人業者が，当工場へ商品（ガラス瓶）の注文を出したが，その価格が
不正確で，引渡期間も明確に出来なかったのである。
　更にローネンの負債1は現在60万円（？）にも達したと言われる。ここまで書
いてきたところで，3月25日のフィナリの電報に接した。「極秘の違絡である
が，あなたの祖父が金曜日に発送される手紙で伝えるだろうが，キあなたの日
本での仕事は終わった、のである。パリバ銀行へ帰任せよ。祖父の手紙がつく
まで秘密をまもっていてほしい」。
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第十　書簡（1908年4月23日付）蝸
　“親しの我が子へ”の書きだしで始まる，母からアンドレヘの手紙が何通か
残されているが，アンドレ自身の母への手紙も興味深い。それは，1908年の3
月にパリバ銀行からの帰国命令が出て，帰国の準備を始めたこと，また他の手
紙ではみられない，滞在費に関する事項がこの母への手紙で書かれているから
である。
　アンドレは既にパリバ銀行から，帰国の旅程について最後の指示を受けたこ
と，ここ二三日で出発の日時と帰国のルートを決定することを告げている。そ
して母親に滞在費の件を打ち明けている。それによると，フィナリの帰国出発
時，昨隼のu月15日に，祖父はフィナリの提案にもとづき，パリバがアンドレ
に支給する年俸8000フランの他に，滞在費600円（即ち1500フラン）を支払う
とに同意した。この点はパリバの取締役会会長とフィナリとの合意ののち，3
週間のちに，祖父がアンドレ宛に手紙で知らせてきたのである。従って，アン
ドレは父親の年金を含むと月2600フランの送金を受けるはずであった。アンド
レは，この月収をもとに，影響力のある日本人との交際を続け，社交により惰
報をも集めていたのである。アンドレは何ら，滞在費の増額を要求せず，最初
に決められた額の範囲で生活してきた。
　ところが祖父の手紙は，パリバの取締役会は，アンドレが極東地域で生活し
ている間は月に1500フランしか支払わないことを予告してきた。そして残りの
1500フランをパリに帰着してから支払うといってきたのである。（従って祖父
は，「お金の支払額は変わらないから心配するな」といっているのだが）。そし
て，今度は母親の手紙が，アンドレが東京で過度の支出をしていると非難して
きたのである。この点につき母親にこたえてアンドレは，自分は東京滞在申に
義務を果たしているだけだと述べる。アンドレは必死に働き，パリバのため慎
重に情報を集め，それに成功したはずだと述べる。というのは，パリバ本社が
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自分の与えた情報を活用したからである。
　アンドレの生活費について，誤報を伝えうる唯一の人は，ローネンである。
アンドレは，ローネンの財務状況につき，望ましからざる報告をパリバに送ら
ざるを得なかったが，それはあらゆる点から正確な情報なのである。パリバの
ためすべての惰報を送るのは，アンドレの義務なのである。特にローネンは，
パリバ銀行と関係のあった人なのである。勿論ここで述べたことは，母親に打
明けた極秘の情報である。ローネンがその日本事業の悪化について，惰報を
送ったのは，アンドレであると邪捷し，アンドレの日本での生活ぶりについて，
あやまった告げ口をしたのだろうと述べ母親への手紙をおえている。
第十二書簡（1908年5月15日）㈹
　アンドレの出国の日が迫っていた。出発前に本書簡の作成をおえようとした
が，不可能であり船上で本状を完成させ，ヴァンクーバーからパリに送るつも
りであると述べている。出発前のアンドレは日本人・ヨーロッパ人の招待を受
け多忙だったようである。
　アンドレの乗船する客船は，5月14日でなく15日に出発することとなった。
またアンドレはパリバ銀行がヴァンクーヴァーのカナデイアン・パシフィック
社当てに500ドルの小切手を送るように，またすべての郵便物をニューヨーク
のクーン・ローブ商会（Ku㎞LOEB＆C。）に廻送するよう依頼する。アンド
レは，日本出発前にアメリカの諸都市への滞在予定がまだ出来ていなかったの
である。クーン・ローブ商会は，バリバと密接な関係があり，この依頼が可能
と考えた。ヴァンクーヴァのトーマス・クック旅行社で最終決定をしたいとい
うアンドレのカナダとアメリカの訪問予定都市は以下のようなものである。
ヴァンクーヴァ，シアトル，サン・フランシスコ，イエロー・ストン公園，ヨ
セミテ渓谷，ロスアンゼルス，コロラド，デンバー，セント・ルイス，ミネア
ポリス，シカゴ，バッファロ，ニカラガ滝，オタワ，モントリオル，ケベック，
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ニューヨーク，フィラデルフイア，ワシントン。そしてアンドレは，7月20日
から25日の閏にフランスに帰国する予定だと述べている。
　アンドレは，この日神戸のギーレン兄弟商会（LaMaison　deCom珊ission
Gyrin　Freres　de　Kobさ）のM．Gyrinからパリバ銀行への紹介状を書いてほし
いとの依頼を受けた。日本の実業界にくわしい人なので，滞1ヨ中何回か彼に会
い，彼の知識を評価したので，フイナリの名前を彼に伝えたのだと述べている。
アンドレの紹介状を持った，この人物は15日シベリア経緯でフランスに出発す
る。また，今月末までに出発するメルレ（Merlet）も，フイナリに会いに行く
だろう。
　日本人たちは，アンドレのような小物に対しても，極めて印象深い“お別れ
パーティ”を開いてくれた。まず第一銀行が，大夕食会を開催してくれた。そ
こには，大蔵大臣松田，日本銀行の井上，桜田両名，それに第一銀行のすべて
の管理職が参加した。ついで，渋沢男爵が，その屋敷において，古式にのっ
とったお茶会とともに大昼食会を開催してくれたのである。最後に，日本銀行
は，そのお別れ大昼食会に大蔵省，日本銀行，東京の主要銀行の役員たちを招
いて，アンドレの出発を祝賀した。これらの人々は皆出発日に駅まで見送りに
来てくれた。
　パリバに対して，アンドレは昨日（4日）にH．S．B，G．と1000円に匹敵する
フラン額の取引をしたことを予告しておいてほしい。パリに帰着したら，この
額の使いみちについて詳細を報告しようと述べた。このように取り急ぎ一筆を
したため，日本をあとにしたのである。
むすびにかえて
以上本稿では，日露戦争後の日本の経済界や政界がフランス人青年の目にど
のように映っていたかを，アンドレ・ゴワンの書簡を紹介しながら考察してき
た。
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　アンドレの関心は当然のことながら，当時の日本の国家財政にまずむけられ
た。予算案をめぐっての議会の審議や，大臣の動向，増税案をめぐっての商業
会議所に結集した財界人の反対運動が記述される。また，予算案の審議遇程を
通じて，第一次西園寺内閣に内都対立が生じ閣僚の交代がみられたことも逐一
本国に送信している。このような，政争を観察するアンドレの目は，客観的で
あり，むしろ対象に対する好意さえ感じられ。カナダとの間に生じた，日本移
民の増加をめぐる紛争，満州や朝鮮に対する日本との経済・外交関係について
も客観的記述に終止し，当時の日本の国際関係の一部を記録している。またこ
のような，アンドレに与えられた第一の使命のほか，第二点目の特徴と考えら
れるのは，彼が日仏の経済交流に配慮していることである。渋沢栄一の名前は，
アンドレをサポートした銀行家として彼の手紙にしばしばあらわれる。また仏一
人実業家として，当時の日本の経済界にも知られていた，ローネンの事業が悪
化し，次第に彼についての悪評が日本で広がっていく点の懸念も，しばしば，
アンドレの手紙にあらわれている。第三点として，指摘しておきたい点は，28
歳の青年としての多感な感情が素直に表現された書簡がいくつか残されている
ことである。例えば，第一書簡は，極東の島国の異文化に触れた驚きが溢れる
書簡であり，日本に対するエキゾチズムにあふれている。また，第十一書簡は，
母親に宛てたものであり，他の書簡にはみられない，滞在費用の送金に対する
アンドレの不満を知ることができ，飾らない感情の表出と考えることができよ
う。
［付言己］　本稿作成にあたりユ99牌度「商学部徳井研究振興基金」の補助を受けたことを記し，謝意
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　　かで，通信文（correspo皿d齪nces）と分類されたもののなかから・アンドレ・ゴワンが祖父でパ
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